













Visual Metaphors in the Thai Language
Summary: This paper aims to study the characteristics of the metaphoric transfer of words relating 
to visual sensations in the Thai language by semantically analyzing adjectives used to describe 
eyesight in idiomatic expressions. In this paper, the adjectives describing eyesight are restricted 
to words concerning sensations of dark and light, color, shape, position, and words for sensations 
of movement. The results indicate that words for eyesight in Thai have developed in order to 
metaphorically describe the auditory sense, the sense of taste and the olfactory sense. Moreover, 
they have developed beyond the domain of sensation to describe states of things or affairs, people’
s appearance, social status, personality, emotion and morals, etc. From studying and understanding 
these metaphorical meanings, inferences can be made about the thought patterns of Thai people.
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155タイ語における視覚語の比喩転用
１.２.　先行研究




























































2）  タイのインフォーマントにインタビュー形式で確認した。インタビューは，平成 23 年度科学研究費助成事業，基盤
　  研究（C），課題番号 :23520670 の助成を受け，平成 25 年 9 月 2 日～ 9 月 9 日に，共通タイ語を使用している 30 代


































































4）  銀で作られた偽物の金は使っているうちにだんだん赤（茶）色っぽく変わることに由来する［インフォーマント］ 。
5）  昔，タイの囚人は玄米を食べさせられたため［インフォーマント］。
6）  1947 年ごろまでのバンコクに赤い屋根の精神病院があったことに由来した［冨田 1990:1922-1923］.
7）  lo は下痢という意味で用いられる。lo d は血便の下痢をする。アヘンの禁断症状に関して言うことが多い




















２.３. 形体覚形容詞：丸い 角張った，尖がっている 長い 短い
 高い 低い 背が低い 大きい でかい 小さい 新しい 古
い 広い 狭い 深い 浅い 厚い 薄い ピンと張った 









8）   （釣る・緑）の緑は稲または龍眼＜果物の一種＞のことを言う。農民が投資者から金を借り，出来た米や
　  龍眼を借金の代わりに投資者に返していたことに由来した。北部タイの村にいる未成年の女の子の親に金銭を渡して，
　  その娘をバンコクや外国で売春をさせる意味で用いられるようになっている［Ratchabandittayasataan2003］。













































































































































































































































































10）  ?遠い・大砲・正午）　はラーマ 5 世の 1887 年から首都のバンコクのみ午砲が打ち上げられることに















































て，意味が拡張される語については，その共起する言葉と拡張された意味について  表 1 に




















































　   のみを対象としている。また、それらの形容詞には，共起する感覚言葉が一つだけのものもあれば，複数のものも
























































Metaphor) は Williams J.M.［1976］の指摘にあった＜視覚→聴覚＞の転用はあるが＜視覚→
触覚＞の転用はないということを巧まずして支持することとなったが，一方，＜視覚→味覚＞，
＜視覚→嗅覚＞の転用もないといった氏の指摘とは違った結果となった。比喩転用の意味的拡
張は [ 図 2] のような方向になる。
[ 図 2]
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